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高度情報化時代を生き延びる方策の私案
【はじめに】

「適者生存」を理解し、方策を立てるのがよさそうである。

1 ダーウィンは進化論の中で、「最も環境に適した形質をもつ個体が生存の機会を保障される、と表現」したといわれている。

2 AIに加えて、IoT、クラウドなどが1995年以降に爆発的に進化し、世界的に、いわゆる高度情報化時代が実現し、進化している。これは、「環境の急激な変化」であろう。

3 人間や生物の歴史では、変化した環境に適した生物や人々が生き延びているようだ。

従って、私は、「環境の変化をとらえる視点」に着目し、これに適する方策を考えている。
【視点を変えて、環境変化点を再発見】

自分自身の中にある「視点」を発見し、これを変えることで環境変化点を再発見できる。

1 自分自身が理解している世界や社会は、すべて、自分自身で理解していることである。大地の上に立つ人間の視点では天動説になるが、宇宙から見る視点では、地動説となる。両方とも、心の中に入れて、理解した世界である。

2 ITも自分自身の生活や行動の視点で見れば、パソコンやインターネットやクラウドがあり、IoTもあるし、得体のしれないAIというものも社会の中に実在すると理解している。

3 ③「情報やデータ」の立場で考える視点で見れば、人間や機械がこれを持ったり、複写したり、受け渡したりするものである。紙に文字や図形や写真として記録されていたものが、コンピュータの中に保存され、人間に閲覧された。さらに、コンピュータ間で受け渡され始めた。1995年から情報接続と利用の世界が大きく変化した。

「情報やデータ」という視点を手にすれば、環境変化点はこれの収集・保管・加工・伝達であると、再発見できる。

【「情報やデータ」の視点で社会の変化をとらえる】

インターネットにより、「通信媒体の変化　→　通信の変化　→　商業革命　→　産業革命」と変化し、個人の考え方や社会構造が変化した。

1 インターネットは、電話機や活版印刷本と同様に、「情報媒体や伝達方法」でしかない。しかし、同様に、「情報やデータ」伝達の「空間の壁」と「時間の壁」を乗り越える道具である。従来に比べて、飛躍的に多くの人が情報やデータを受け取り、発信できるようになった。

2 授受した情報をビジネスへ利用され、商業が変化した。「本屋で紙の本を購入」が、「電子本をAMAZONで購入」に変化したのは、その一例である。さらに発展し、産業が変化し、情報も変化し、「情報とビジネスが多重構造で変化して、構築され続けている」のは、まさに産業革命である。

3 IoTでは、センサーで大量のデータを収集・蓄積・加工し、情報発信や、アクチュエータを動かすことが進む。大量のデータを特殊な方法で加工し、情報を作り出すAIがある。新しい情報が、人間の能力を超える範囲に及び始めたので、人間の脅威だと考える人さえ出てきている。

「情報媒体の変化」が地球レベルの「情報やデータの蓄積や加工の高度な進展」を生んだ。その結果として、「個人の生活を脅かす」可能性を感じさせる社会が出現している。

【「情報やデータ」の視点が「高度情報時代の環境の変化をとらえる視点」】

人間は、みずからが生物でしかないことを理解したうえで、「情報やデータ」やそのツールで身体や能力を拡張された人間、つまりサイボーグになったと意識していくのが良いかもしれない。

1 人類は、千年程度では生物としての進化は無いに等しいと考えるのが妥当だろう。だから、自分自身の生物としての能力の限界がある。

2 最近の25年間の「情報とデータ」に関わる環境は激変している。この環境の変化を受け入れるか否かだけで考えると、この速さでは人類は適合しにくい。

3 「情報やデータ」の視点で、自分自身の理解を変化させると、その環境に適合できる範囲が発見できる。例えば、「面談」と「スマートフォン」を「情報やデータの視点」で解釈すると、「個人対個人の情報交換」という面はおなじである。詳しく見ると「同一場所で同一時刻に音声で行う」と「不特定の場所で同一時刻に音声で行う、または、文字などで近い時間帯で行う」と解釈できる。これにより、スマートフォンが人間のどの能力を拡張するのかが理解でき、結果として使いこなせる。他の例としてAIを考えても、「情報やデータ」の視点でとらえれば、「データを加工し、情報を取り出す手段」となり、自分の考えや行動をAIに適合する方法が見つかる。

「情報やデータ」という視点で分析すれば、環境の変化が見えるし、自らの能力の限界とそれの拡張のさせ方がわかる。

【終わりに】

いつの時代も、変化が発生し、変化に適応しなかった人もいると予想される。しかし、社会は変化に適合し生存した人々が新たな時代に生き延びたと解釈できる。従って、「情報やデータ」の視点で変化の本質を探すのが良いと考えている。
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